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香川県坂出市のフクロウS£「玩比rαger乙ぶねん0花doe花Sね  

のペリットの内容物について  

森井 隆三・塩入 知子  

〒762 香川県坂出市文京町2－1－5 香川県立坂出高等学校  

OnthePelletContentsoftheUralOwl，  

S£rね＝〝αZe花S£sん0花doe花Sよぷ 

RyGz6Morii＆TomokoShioiri，SahaideSeniormghSchool，  

5αゐα£de，瓜堵α∽α762，ノ（pα花  

Abstract：Atotalof36pe11etsoftheUralowl，Strix uralensishondoensis were collec－  

tedatSakaide，KagawaPref．，′from13to21，June，1994．Thenamesofspeciescontained  

inthesepelletswer・eidenti董iedbythecharacteristicsofteeth，bones，Craniaandfeathe－  

rs。Thepredominantfoodstakenbytheowlareasfollows：78．．6％允ssermontanussu・・  

と弘rα餌S，3．6％Sと比r花㍑gC£花erαCe弘Sinbirds；7…1％ Apo（Zem比SぶpeCよosαS，4い8％月αと£㍑ぶ′α£払S，  

5．9％Pipistrellusabramusinsma11mammals．OnepelletoftheowIcontained2‖4anima－  

1sasonaverage 

ので報告する。  

材料および方法  

ペリットほ，1994年6月13～22日にかけて  

香川県坂出市文京町2丁目1番5号（東経133度51  

分21秒，北緯34度18分26秒）、の香川県立坂出高  

等学校の校庭で合計36個採集した。採集された  

ペリットほ自然乾燥し，重さほ上皿天秤で0．01  

gまで（OHAUSGT400），長径および短径ほも  

のさしで最小目盛り1mまで計測した。その後  

ペリットをシャ・－レ内でくずして骨格とそれ以  

外の部分に分け，それぞれの重量を上記と同様  

な方法で計測した。小動物の骨格の内，ネズミ  

類の骨格の同定ほ金子（1969）および坂井（19  

82）に従った。また，アブラコウモリPわisとre－  

gg弘ざαわrαm比Sおよびスズメ PαSSermO7も£α花罷S  

s昆£α′α£罷Sの骨格の同定ほそれぞれ骨格標本を  

作っで比較同定した。ムクドリ5わ〝花払SC乙花erα－  

は じ め に  

フクロウSと′えズ払rαJe花ぶiぶん071doe花Sまsのペリ  

ットの内容物については，今泉（1968），阿部・  

有木（1975），阿部・松田（1977，1978）およ  

び阿部（1985）が，エゾフクロウ且昆．、ノdpOJもicα  

のペリットの内容物についてほ米田ら（1979）  

の報告がそれぞれいままでにされている。   

香川県内で小動物頬を描食する鳥類としては，  

フクロウのはかアオバズク〃i几0£SC乙ム£弘JαとαJα－  

po托よcα，トビ凡才血比Sm喀rα花Sg乙乃eα紬S，ハヤプ  

サ飽gcoper喀r乙几㍑SJdpO7！e花SよSおよびサシバ  

βα£αSと払r・よ花dま仙S（山本，1984）が考えられる。  

食物連鎖の面からみるとこれらの鳥類は香川県  

でほ高い位置を占めていることが推測される。  

香川県内のフクロウのペリットの内容に関して  

は今まで知られていない。筆者らほ1994年6月  

に．36個のペリットを入手し，内容物を分析した  
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ある6月13日に20個であったが，6月14日には  

5個採集された。その後の6日間は毎日採集さ  

れ，合わせて11個採集された。したがって最後  

の6日間でほ，1日に約2個の割合で採集され  

たことになる。このことから，2羽の雛がそれ  

ぞれ1日に．1個ずつのペリットを出した可能性  

がある。この可能性の上に推測をかさねれば計  

36個のペリットがみられたのでこの場所でフク  

ロウの雛ほ18日間過ごしたことになる。   

ペリットの内容に含まれていた小動物は，鳥  

類でほスズメ，ムクドリ，ネズミ類ではアカネ  

ズミ，クマネズミ月α£抽Srα££㍑S，コウモリ炉で  

ほアブラコウモリfわ£ざけe肋ぶαわ′αm弘S等の5  

値および昆虫煩であった。36個のペリットの内  

32個（88小9％）にスズメが含まれており，ついで  

アカネズミが高い割合（16小6％）であった（表1）。  

このことから，この時期のこの地域でのフクロ  

ウの食性としてほスズメが重要な位置を占めて  

いるものと推定される。   

今泉（1968）の新潟県長岡市での調査でほ，  

ペリットの中から見いだされた億としてほ，ハ  

タネズミ〟去cro紬SmOJl£eわeggょが68。2％と一・番  

犬きな割合を占め，鳥頬ほ12．2％であった。こ  

の他に，アカネズミ，ハツカネズミル九娼〝沌S－  

c乙血ぶ，ドブネズミ月．花OrLU喀乙C弘S，ジズネミCr0－  

cよ血′・αdsま托eZ弘mi，ヒミズぴroとr£cん比S£αわoides，  

コモグラ〟oge′α∽Og㍑rαゴmαよZ以miよおよびア  

ブラコウモリがある。また，阿部・松田（1978）  

の山梨県富士山麓での調査でほ，ハタネズミ，  

アカネズミ，ヒメネズミA．αrge7虎e弘S，カゲネ  

ズミ属0£ゐe花0〝1γぶゐαge乙JS，モグラ且40gerα，ヒ  

ミズミぴい亡αわ0£des，ヤマネG協rαgαSブロpO71£c一  

弘S，ノウサギエ印弘合わrαCゐッ㍑r弘g，アカハラ7もr」  

血scん「．γざOgαSCんrッsogαぶ，ピンズイA花とん混ざん0－  

dgso混ん0（なぶ0花王，シジコ．ウカラPα′昆SmqJOr  

mよ花Or，キジ／ミト5とr印£qpe′孟αOr・ie花王α∠よsor・i－  

e71とα′よs，アオジ属mゐe′・Zzα叩0（gOCepんαgSperSO一  

花α亡α：およびセミの幼虫等14種であった。とこ  

ろが，同一儲檻であるェゾフクロウでは哺乳額  

が10種，鳥類が3種見いだされている（米田ら，  

1979）。   

今回の調査結果ほ，他の地域と比べるとフク  

ceusの骨格ほデビット（1991）に従った。ペリ  

ットの中の小動物の個体数の算出にほ頭蓋骨，  

下顎骨，肩甲骨，上腕骨，竜骨突起，骨盤，大  

腿骨および下腿骨を用い，成体か幼体かの区別  

ほ，スズメでは頭蓋骨，下顎骨および上腕骨の  

長さによって，アカネズミ4po（gem弘S軍eCよos・・  

払Sの臼歯の存在するものではその磨耗の度合い  

（疋田・村上，1980）によって年齢を推定した。  

昆虫類の同定は行えなかった。  

結果および考察  

今回調査した地域は，坂出市の中心部の市街  

地であるが，近くに角山，笠山という山地があ  

る。1994年6月13日に坂出高等学校の校庭のク  

スノキCえ乃花αmO〝l弘mCαr7軍加rα（樹高約5m）  

の地上約3mの所に．，2羽の■7クロウの雛がい  

た。6月22日にほ雛はいなくなり，ペリットも  

発見されなくなった。フクロウが見つかった木  

に．ほ巣らしきものほ見られなかったことから，  

どこか別の場所でふ化しこの場所につれてこら  

れたのではないかと思われる。今回の調査地点  

でほ，昼間ほ親鳥を見ることはなかった。   

なお，同校の校庭の別の場所で1991年にもフ  

クロウが雛を育でていた。1995年にほ，同校の  

校庭でフクロウを見ることはなかった。   

ペリット36個の中に見いだされた小動物，そ  

れの含まれていたペリット数および推定個体数  

について表1に示した。ペリットの中で確認さ  

れた小動物ごとの骨格部位の数について衰2に  

示した。   

討36個のペリットの内，第1日目の発見日で  

表1．．■7クロウのペリット36個の中に見いだ  

された小動物，含まれていたペリッ  

ト数および推定個体数  

種名   至言てた 推定個体数  

スズメ  32（88．9％）66（78。6％）  

ムクドリ  3（8．3％） 3（3．6％）  

アカネズミ   6（16．6％） 6（7．1％）  

クマネズミ   4（11．．1％） 4（4．8％）  

アブラコウモリ 4（11．1％） 5（59％）  

昆虫  2（5．6％）  
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表2ペリットの中で確認された骨格部位の数  

骨の部位  スズメ  ムクドリ  アカネズミ  クマネズミ  アブラコウモリ  

6（10．5％）  2（22．2％） 1（100％）  

（2対＋2） （1対）   
7（12．3％）  2（222％）  3（300％）  
（3対＋1） （1対） （1対＋1）   

3（53％） 1（111％） 1（10．0％）   

上顎骨   13（4一0％）   

下顎骨  22（6山8％）   

肩甲骨   18（56％）  

（2対＋・14）  

上腕骨  72（22．3％）  

（20対＋32）  

竜骨突起  8（2．5％）  

2（286％）  

（1対）  

2（28，6％）  8（14，0％）  
（3対＋2）   

2（200％）  

脊椎骨   17（5．3％）   

骨盤  5（1‖5％）  

（1対＋3）  
大腿骨  45（139％）  

（14対＋17）  

下腿骨   18（5‖6％）  

（2対＋14）  

榛骨  26（8，．0％）  2（286％）  
（3対＋20）  

烏啄骨  36（1111％） 1（14り3％）  
（9対＋18）  

陰茎骨   

尺骨   

歯   

頭蓋骨  1（0‖3％）   

指骨  

7（123％） 1（11．1％）  

（2対＋3）   

8（14．0％）  

（4対）   

6（10．5％）  

（3対）   

1（11い1％） 1（10．0％）  

1（100％）  

7（12け3％）  

（2対＋3）   

5（88％） 1（11．1％）  

1（11．1％）  

1（10，0％）  

42（130％）  

（2対＋38）  

ロウの描食した小動物の棟数は少なく，しかも，  

他の地域と異なってスズメが大きな割合を占め  

ている。これほ，今回の調査が市街地であるこ  

とや，近くの山地である聖通寺山・角山の哺乳  

類の調査でほアカネズミしか描獲できていない  

（金子，1981）ことなどから，この地域の動物  

相が貧弱であることが原因でほないかと思われ  

る。したがってフクロウの食性も生息する生活  

環境によって異なってくるものと思われる。   

なお，捕食される動物が大型動物の場合，骨  

や毛皮などの不消化物は食べないことや，消化  

表3．．ペリットの中に含まれる小動物の  

個体数とペリットの乾燥重畳（平  

均gユ および骨格重畳（平均g）  
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から読み取ると，ネズミ煩の体重に対するペリ  

ットの湿重畳，乾重量および骨重畳の割合はお  

よそそれぞれ10％，5％および3％である。この  

割合を今回の調査結果にあてほめると，1日に  

雛1羽に生重量で13．8g～73．8g，平均38．6  

±15．8gの小動物が与えられていることになる。  

この重畳ほ，スズメでほ約4頭分，アカネズミ  

でほ幼体約1頭分に．相当する。阿部ら（1978）  

のフクロウの飼育による調査では，アカネズミ  

を与えた場合，亜成体の■フクロウは1日に・Og  

～95．5g，平均42．7gを摂食したという。今回  

の調査結果はこの結果とよく似ていた。なお，  

阿部・松田（1978）によると，フクロウの亜成  

体の摂食畳は体重の約9．1％である。   

今回の調査でほ，一つのペリッ†の内容とし  

て，動物3健（スズメ＋ムクドリ＋アブラコウ  

モリ，スズメ＋クマネズミ＋アブラコウモリ，  

スズメ＋アカネズミ＋アブラコウモリ）が含ま  

れているものが3個，2種（スズメ＋ムクドリ，  

スズメ＋アカネズミ，スズメ＋アブラコウモリ，  

クマネズミ＋アカネズミ，アカネズミ＋アブラ  

コウ・モリ，スズメ＋昆虫）が含まれているもの  

が9個，1種のみのものが23個で，平均1．4棲  

であった。この結果がどういう意味をもつのか  

については，今後の研究課題である。   

一・つのペリットの中に何個体の小動物が含ま  

れているかをみると，4個体を含むものが4個，  

3個体を含むものが13個，2個体を含むものが  

11個，そして1個体のみが7個，不明なものが  

1個で討84頭，平均2．4頭であった（表1）。  

これは今泉（1968）の平均2．3頭とはぼ一・致す  

る。しかし，時と場所によってこの値は著しく  

異なるという（今泉，1968）。このことについ  

て今泉（1968）ほ，フクロウが大型の動物を食  

べた場合にはペリットの中の小動物の個体数は  

少なぐなっているので，このことと関係があり  

そうに．思われるとしている。今回の調査では，  

ペリットの中に大型の動物の骨格ほ見いだされ  

なかったのでなんともいえない。なお，アメリ  

カのナヤフクロウ乃′己0αgゐdpr・α££花CO払に・おい  

てもペリットの中に含まれる小動物の頭数には  

違いが見られ，原田ほわからないとされている  

されやすい種は，ペリットの中に残らないこと  

から，ペリットの中に．出てくる骨格の動物のみ  

が■7クロウの食性を正確に表現しているとほい  

えないという（阿部・有木，1975；阿部，1985）  

ことから，今回の結果ほ．香川県のフクPウの食  

性の一L端を示しているものと思われる。   

ペリッtの内容と天候との関係を採集期間で  

ある6月13～6月21日でみると，前夜が雨又  

ほ曇の日（6月14日，6月16日，6月20日，お  

よび6月21日）にほペリットの中にほスズメの  

みが含まれ，前夜が晴の日（6月15日および6  

月18日）に．はペリットの中に．アカネズミが含ま  

れていた。   

ペリットの長径は16～48皿で平均35士7．．8皿，  

短径は14～29mmで平均20士3．6皿であった。ペリ  

ットの中に含まれる小動物の個体数とペリッナ  

の大きさとの関係をみると，1個体しか含まれ  

ていないペリットの大きさ（長径の平均29．2mm，  

短径の平均17．4mm）ほ，2～4個体含まれてい  

るもの（長径の平均34．0～39．5mm，短径の平  

均20．2～21．5mm）に、比べて－小さい傾向がみられ  

た。このことほ，フクロウのペリットの大きさ  

ほ，だいたい－・定であるが，食べる頭数が増す  

ことによって，約1．2～1．．4倍になるのではない  

かと思われる。   

ペリット1個の乾燥重畳は，0．69～3け69gで，  

平均1．93±0仙79gであり，小動物の骨格の重畳  

ほ0．04～1．37gで平均0．53±0．31gであ、つた。  

これをペリットの中に含まれる小動物の個体数  

との関係でみると，小動物の数が1～3個体ま  

では数が増えるに／従って乾燥重量，骨格重量と  

もに増加するが，4個体になると減少する傾向  

がみられた（表3）。阿部・松田（1977）によ  

ると，フクロウが小動物を1個体摂食したもの  

より数個体を摂食した場合の力がペリット中の  

骨の残存率ほ高い傾向があるという。この結果  

ほ今回の結果と少し異なっていた。今後の詳細  

な調査が必費であろう。   

骨格以外の部分で目立ったのは獣毛および羽  

毛であった。なお，スズメの骨格標本を作って  

みると，体墓（10．．3g）に対する骨格患畳ほお  

よそ11．．6％であった。阿部・松田（1978）の図  
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いた。1個のペリットの乾燥重畳は平均で1〝93  

gであった。これを阿部・松田の調査にあてほ  

めると，1日に餌として生重量で38．6gの小動  

物が17クロウの雛に与えられたことになる。フ  

クロウのペリットから出てきた骨格を分析した  

結果，小動物としてほスズメ，ムクドリ，アカ  

ネズミ，クマネズミおよびアブラコウモリが確  

認された。そのうちペリットの内容の78．6％が  

スズメであった。1つのペリットの中にほ1頭  

～4頭，平均2。4頭の小動物が含まれていた。  

ペリットの中に多く見られる骨格としてほ，鳥  

類では上腕骨，アカネズミでほ大腿骨であった。  
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∴．1981．．聖通寺山・角山の哺乳動物．   

昭和55年慶一・般国道30号（香川県側）自然環   

境報告書：23－30．  

MoriiR．リ1980．，Postnatal development of   

externalcharacters and behaviorinyoung  

（Pearson＆PearSOn，1947）。   

ペリットの中に出てくる骨格の部位をみる  

（表2）と完全な部位でほないが，スズメでほ  

13部位が観察され，上腕骨（22．3％）が一・番多  

く残っていた。ついで政骨（13．0％），烏啄骨（11．1  

％）が多かった。ムクドリでは上腕骨（28．6％），  

肩甲骨（28．．6％），暁骨（28．6％）が多かった。アカ  

ネズミでほ，大腿骨（14．0％）および上腕骨（14．  

0％）が多く，ついで尺骨（12．3％），骨盤（12．3％）  

および下顎骨（12．3％）であった。クマネズミで  

ほ，上顎骨（22．2％），下顎骨（22．2％）が多く残  

っていた。アブラコウモリでほ，下顎骨（30．0  

％），上腕骨（20．0％）が多く残、つていた（表2）。  

これらのことから，小動物を捕食した場合，上  

記の部位がペリットとして残存しやすい部位で  

あろうと思われる。阿部・松田（1977）に．よると，  

ネズミ類でほ，叫L般に頭骨前部，下顎骨，前肢  

骨，後肢骨および尾椎が残りやすいという。し  

かし，フクロウが空腹状態のとき，ネズミの番  

成体を消化され易い肉と共に与えた場合にほい  

ずれもペリッtが形成されないことがあったと  

いう（阿部・松田，1977）。このことほ，フクロ  

ウの空腹の度合いによってペリットの中身は変  

化し，ペリットの中身がその時の食べ物を正確  

に示すものでほないものと思われる。   

ペリットの中に確認された小動物が成体であ  

るか幼体であるかをみると，スズメでは66個体  

のうち9個体（13．6％）が幼体であり，アカネズ  

ミでほ6個体のうち2個体（33．3％）が幼体であ  

った。小動物の幼体の骨格ほ残りに．くいのかも  

知れないが，幼体が特に多く描食されていると  

いうような憤向ほみ．られなかった。なお，アブ  

ラコウモリの出産は香川県では7月5日を中心  

に前後約1週間であるので，この時期に．ほ幼体  

ほみられない（Morii，1980）。  

摘  要   

1994年6月13～21日の問に，香川県坂出市  

文京町2丁目1番5号の香川県立坂出高等学校  

の校庭のクスノキの下で，■7クロウの雛2羽の  

出したペリッ†を36個採集し，内容を調べた。  

1羽の雛ほ1日にほぼ1個のペリットを出して  
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による）  
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